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つ
な
ぐStrahl

で
あ
っ
て
、
こ
の
光
線
を
つ
た
っ
て
、
無
限
な
る
も
の

か
ら
わ
れ
わ
れ
が
出
て
き
て
、
個
別
な
存
在
者
と
し
て
そ
こ
に
お
か
れ

る
」（『
道
徳
の
哲
学
』
一
二
三
〜
四
頁
。SW

 II, 299. GA I/6, 293

）

　
三
宅
は
一
九
四
四
年
の
未
公
刊
原
稿
「
歴
史
主
義
と
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」

（
以
下
『
歴
史
）
6
（

』）
に
お
い
て
も
こ
の
一
節
に
触
れ
て
お
り
（『
歴
史
』
九
四
〜

五
頁
）、
自
ら
の
哲
学
体
系
構
築
以
前
か
ら
こ
の
内
容
の
解
明
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
本
稿
は
、
こ
の
引
用
の
背
景
と
な
っ
て
い
る
フ
ィ
ヒ
テ
の
「
イ
エ
ナ

時
代
」
の
道
徳
衝
動
論
の
基
本
構
成
と
比
較
検
証
し
て
、
三
宅
の
『
把
握
』

に
お
け
る
衝
動
の
分
析
に
つ
い
て
吟
味
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
　
三
宅
『
人
間
存
在
論
』
の
フ
ィ
ヒ
テ
理
解

　
ま
ず
三
宅
「
自
ら
の
体
系
構
築
の
宣
言
書
）
7
（

」
で
あ
る
、一
九
六
六
年
の
『
人

間
存
在
論
』（
以
下
『
存
在
）
8
（

』）
に
お
け
る
フ
ィ
ヒ
テ
哲
学
へ
の
基
本
理
解
を

整
理
し
た
い
。『
存
在
』
序
論
に
お
い
て
、
三
宅
は
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
の
基
礎
に

フ
ィ
ヒ
テ
の
自
我
論
を
見
て
取
る
。
即
ち
「
歴
史
は
時
間
の
形
式
に
お
け
る

は
じ
め
に

　「
衝
動
（Trieb

）」
の
概
念
は
、
三
宅
剛
一
の
著
作
の
中
で
表
立
っ
て
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
三
宅
の
フ
ィ
ヒ
テ
哲
学
理
解
に
お
い
て
「
決
定
的

な
道
具
立
て
）
1
（

」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
一
九
四
二
年
の
講
義
ノ
ー

ト
『
ド
イ
ツ
観
念
論
に
於
け
る
人
間
存
在
の
把
握
』（
以
下
『
把
握
）
2
（

』）
に
お

け
る
フ
ィ
ヒ
テ
講
義
『
新
し
い
方
法
に
よ
る
知
識
学
』（
以
下
『
新
方
法
）
3
（

』）

に
つ
い
て
の
考
察
内
容
か
ら
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
こ
で
三
宅
が
一
九
六
九
年
の
実
践
哲
学
の
主
著
『
道
徳
の
哲
学
）
4
（

』
に
お

い
て
引
用
し
た
、
フ
ィ
ヒ
テ
『
人
間
の
使
命
）
5
（

』
の
一
節
に
注
目
し
た
い
。

「
良
心
は
単
に
た
だ
何
か
を
な
す
べ
し
と
告
げ
る
の
で
は
な
く
、
私
の
生

の
あ
ら
ゆ
る
特
殊
な
位
置
に
お
い
て
、
何
を
な
す
べ
き
か
を
告
げ
る
。

そ
れ
で
私
は
私
の
生
の
特
殊
性
の
下
に
お
い
て
、
自
己
の
果
す
べ
き
使

命
を
通
じ
て
超
感
性
的
世
界
に
つ
な
が
る
。
…
…
良
心
の
声
は
、
各
人

に
そ
の
特
有
な
義
務
を
課
す
る
が
、
そ
の
声
は
わ
れ
わ
れ
を
無
限
者
に

〈
研
究
論
文
３
〉

玉
　
田
　
龍
太
朗
　

　
三
宅
剛
一
の
人
間
存
在
論
と
フ
ィ
ヒ
テ
の
道
徳
衝
動
論
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学
の
基
礎
』（
以
下
『
基
礎
）
11
（

』）
か
ら
『
道
徳
論
の
体
系
』（
以
下
『
道
徳
論
）
12
（

』）

に
至
る
彼
の
「
イ
エ
ナ
時
代
」
の
道
徳
衝
動
論
を
概
観
し
た
い
。

　
フ
ィ
ヒ
テ
に
よ
る
と
、
実
践
の
基
礎
に
は
自
我
の
「
努
力
（Streben

）」
が

あ
る
。
知
識
学
の
三
原
則
が
呈
示
さ
れ
、
絶
対
的
自
我
と
理
論
的
自
我
、
そ

し
て
実
践
的
自
我
へ
と
演
繹
的
に
自
我
が
展
開
さ
れ
る
『
基
礎
』
に
お
い
て

は
「
事
行
（Tathandlung

）」
が
哲
学
の
最
初
に
立
て
ら
れ
る
が
、
自
我
は
認

識
に
お
い
て
は
自
己
を
端
的
に
自
立
的
な
、
絶
対
的
な
自
立
性
と
い
う
特
性

を
も
つ
も
の
と
し
て
は
確
証
で
き
ず
、
表
象
の
世
界
を
改
め
自
分
の
世
界
と

し
て
認
識
し
よ
う
と
努
力
す
る
。
自
我
は
実
践
的
自
我
と
し
て
、
非
我
を
自

己
の
形
象
に
沿
っ
て
改
め
る
こ
と
で
非
我
に
対
す
る
自
分
の
優
位
を
表
現
し
、

認
識
さ
れ
る
べ
き
反
立
的
な
非
我
を
自
己
自
身
に
依
存
さ
せ
、
こ
れ
を
表
象

す
る
自
我
を
、
自
己
自
身
を
定
立
す
る
自
我
と
一
致
さ
せ
よ
う
と
努
力
す
る
。

こ
の
実
践
的
努
力
が
、『
基
礎
』
実
践
的
部
門
で
「
衝
動
（Trieb

）」
と
し
て

規
定
さ
れ
る
（SW

 I, 287. GA I/2, 418

）。
実
践
的
自
我
は
理
論
的
自
我
と

絶
対
的
自
我
と
を
媒
介
し
、
自
我
の
実
践
的
努
力
は
自
我
に
お
け
る
こ
の
有

限
と
無
限
と
を
媒
介
者
と
し
て
合
一
す
る
働
き
で
あ
っ
て
、
感
覚
に
連
な
る

一
方
で
理
想
に
連
な
っ
て
い
く）
13
（

。

　
他
方
、『
道
徳
論
』
に
お
い
て
は
、
衝
動
は
純
粋
衝
動
と
自
然
衝
動
と
い

う
二
つ
の
側
面
か
ら
考
察
さ
れ
る
。
超
越
論
的
観
点
か
ら
す
る
と
、
こ
の
二

者
は
一
に
し
て
同
じ
も
の
、
即
ち
「
原
衝
動
（U

rtrieb

）」（SW
 IV, 130. GA 

I/5, 125
）
と
し
て
考
察
さ
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
こ
れ
こ
そ
が
理
性
的
存
在
者
の

本
質
を
構
成
す
る
が
、
こ
の
原
衝
動
が
二
側
面
か
ら
分
析
さ
れ
る
の
は
、
衝

動
を
基
盤
と
し
て
道
徳
論
を
実
質
的
に
確
立
す
る
た
め
で
あ
り
、
こ
の
意
味

で
原
衝
動
と
は
理
想
的
自
我
と
現
実
的
自
我
と
の
合
致
を
目
指
す
衝
動
で
あ

自
己
外
化
で
、
自
然
は
空
間
の
形
式
に
お
け
る
自
己
外
化
で
あ
る
」（『
存
在
』

二
〇
頁
）
が
、
こ
の
ヘ
ー
ゲ
ル
特
有
の
「
空
間
と
時
間
、
自
然
と
歴
史
と
へ

の
精
神
の
外
化
」
の
思
想
は
、「
フ
ィ
ヒ
テ
の
自
我
の
弁
証
法
」
や
「
シ
ェ
リ

ン
グ
の
自
然
及
び
歴
史
のDeduktion

」
に
お
い
て
先
取
り
さ
れ
た
。
三
宅

は
ヘ
ー
ゲ
ル
『
精
神
現
象
学
）
9
（

』
を
ふ
ま
え
、
次
の
よ
う
に
い
う
。

「
と
こ
ろ
で
、
フ
ィ
ヒ
テ
に
お
い
て
、
自
我
が
自
我
と
し
て
現
実
に
在
る

た
め
に
は
、
自
我
に
対
立
す
る
も
の
を
生
み
出
し
、
そ
う
し
て
ま
た
こ

の
対
立
を
の
り
越
え
る
（
否
定
す
る
）
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
自

我
の
自
我
と
し
て
の
存
立
は
、
対
立
を
定
立
し
て
、
こ
れ
を
否
定
す
る

働
き
そ
の
も
の
で
あ
る
。（
中
略
）
フ
ィ
ヒ
テ
は
こ
こ
で
実
践
を
考
え
る

の
で
あ
る
が
、
と
に
か
く
自
我
の
存
在
そ
の
も
の
は
矛
盾
と
そ
の
超
克

（
限
り
な
く
進
む
働
き
と
し
て
）
を
含
む
。
す
な
わ
ち
そ
れ
は
弁
証
法

的
で
あ
る
。
精
神
現
象
学
で
ヘ
ー
ゲ
ル
がIch=Ich

のGleichheit

を
、

絶
対
否
定
性absolute N

egativität

と
し
て
い
る
の
は
当
然
で
あ
る
。

運
動
の
原
理
と
し
て
の
否
定
性
は
、
矛
盾
を
含
む
働
き
と
し
て
の
自
我

に
由
来
す
る
の
で
あ
る
」（『
存
在
』
二
〇
〜
一
頁
）
10
（

）

　
三
宅
は
『
存
在
』
第
一
章
に
お
い
て
も
、
こ
の
否
定
性
は
「
純
粋
な
主
体

性
が
現
実
的
主
体
と
な
る
た
め
の
本
質
的
過
程
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
内
容
的

な
相
違
に
も
拘
ら
ず
フ
ィ
ヒ
テ
に
お
い
て
す
で
に
確
立
せ
ら
れ
て
い
る
」
と

し
、
こ
の
運
動
を
「
自
己
否
定
的
形
成
を
通
し
て
の
自
己
実
現
」（『
存
在
』

七
八
頁
）
と
把
握
す
る
の
で
あ
る
。

二
　
フ
ィ
ヒ
テ
の
道
徳
衝
動
論

　
次
に
三
宅
の
立
場
を
検
証
す
る
準
備
と
し
て
、
予
め
フ
ィ
ヒ
テ
『
全
知
識
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か
な
る
人
間
で
あ
る
か
に
依
存
す
る
」（SW

 I, 434. GA I/4, 195

）
と
い
う

言
葉
を
通
し
て
、
自
ら
の
哲
学
の
実
践
的
関
心
の
根
本
に
自
我
の
自
由
と
独

立
性
が
あ
る
と
し
、
他
方
『
道
徳
論
』
に
お
い
て
「
こ
の
哲
学
は
自
由
に
し

て
独
立
な
る
自
己
をBoden

と
し
得
な
い
人
間
に
と
っ
て
はbodenlos

だ

と
思
わ
れ
る
」（SW

 IV, 26. GA I/5, 43

）
と
し
た
が
、
三
宅
に
よ
る
と
、
フ

ィ
ヒ
テ
哲
学
は
「
哲
学
に
対
す
る
態
度
そ
の
も
の
が
実
践
的
」
で
あ
り
、
そ

れ
は
「
人
間
そ
の
も
の
の
内
的
革
新
」
へ
と
繋
が
る
の
で
あ
っ
て
、
彼
の
哲

学
に
向
か
う
態
度
は
「
宗
教
的
意
味
」
を
も
含
ん
で
い
る
。
三
宅
が
強
調
す

る
の
は
、
フ
ィ
ヒ
テ
は
カ
ン
ト
哲
学
の
見
地
か
ら
「
自
己
の
精
神
の
光
明
を

見
出
す
と
同
時
に
自
分
の
哲
学
的
使
命
を
自
覚
」
す
る
こ
と
、
即
ち
道
徳
的

実
践
に
お
け
る
「
人
間
の
自
主
、
自
由
と
、
叡
智
的
世
界
の
実
在
性
に
関
す

る
カ
ン
ト
の
認
識
」
か
ら
フ
ィ
ヒ
テ
哲
学
に
「
人
間
の
使
命
、
人
間
存
在
の

意
味
を
明
か
に
す
る
と
い
う
課
題
が
生
ま
れ
て
来
た
」
こ
と
で
あ
り
、
彼
の

哲
学
的
思
惟
が
終
生
一
貫
し
て
、
こ
の
課
題
の
解
決
へ
と
向
け
ら
れ
た
こ
と

で
あ
る
。
三
宅
は
フ
ィ
ヒ
テ
の
思
想
的
展
開
に
二
つ
の
段
階
を
認
め
、「
イ
エ

ナ
時
代
」
は
「
人
間
の
道
徳
的
存
在
を
中
心
」
と
し
、「
ベ
ル
リ
ン
時
代
」
は

「
宗
教
的
存
在
の
問
題
を
中
心
」
と
す
る
と
し
て
、
こ
の
区
別
の
境
を
一
八
〇

〇
年
の
『
人
間
の
使
命
』
に
み
た
が
、
本
稿
で
は
、
フ
ィ
ヒ
テ
の
道
徳
衝
動

論
と
の
関
連
か
ら
、
比
較
検
証
の
対
象
を
こ
の
内
の
前
者
、
即
ち
「
イ
エ
ナ

時
代
」
に
限
定
し
た
い
（『
把
握
』
一
〇
〜
四
頁
）
17
（

）。

　
そ
れ
で
は
、
三
宅
か
ら
み
た
フ
ィ
ヒ
テ
の
「
イ
エ
ナ
時
代
」
の
哲
学
の
特

性
は
ど
の
よ
う
な
点
に
あ
る
の
か
。
フ
ィ
ヒ
テ
は
カ
ン
ト
哲
学
の
体
系
化
を

目
指
し
理
論
的
自
我
と
実
践
的
自
我
の
統
一
を
企
図
し
た
が
、
こ
の
統
一
の

仕
方
の
解
明
は
実
践
的
自
我
の
存
在
が
根
本
に
あ
る
以
上
、
自
我
が
「
純
粹

る
。
こ
う
し
て
衝
動
は
「
道
徳
的
衝
動
（der sittliche Trieb

）」（SW
 IV, 

151. GA I/5, 141

）
へ
と
展
開
す
る
が
、
こ
の
道
徳
的
衝
動
が
自
然
衝
動
か

ら
素
材
を
獲
得
し
て
或
る
行
為
に
向
か
っ
て
発
現
す
る
と
き
、
自
然
衝
動
は

「
道
徳
的
衝
動
が
向
か
う
も
の
と
同
じ
行
為
へ
、
少
な
く
と
も
部
分
的
に
向

か
う
」。
し
か
し
、
道
徳
的
衝
動
は
純
粋
衝
動
と
同
様
に
絶
対
的
な
も
の
と

し
て
、「
自
分
自
身
の
外
部
に
は
い
か
な
る
目
的
を
も
持
た
ず
に
」（SW

 IV, 
152. GA I/5, 143

）、
理
性
的
存
在
者
の
全
面
的
な
独
立
性
を
要
求
す
る
。
そ

の
目
的
は
「
内
的
な
自
己
充
足
」
で
あ
り
、
道
徳
的
衝
動
か
ら
自
己
充
足
が

生
じ
る
。
こ
の
道
徳
的
衝
動
は
、
我
々
自
身
に
対
し
て
定
言
命
法
を
立
て
る

よ
う
に
と
我
々
を
駆
り
立
て
る
も
の
で
あ
り
、
フ
ィ
ヒ
テ
は
カ
ン
ト
の
『
道

徳
形
而
上
学
の
基
礎
づ
け）
14
（

』
を
引
き
合
い
に
出
し
て
、
こ
れ
は
カ
ン
ト
の
所

謂
「
自
律
」
の
再
解
釈
）
15
（

で
あ
る
と
い
う
。

　
こ
の
よ
う
な
フ
ィ
ヒ
テ
の
衝
動
論
の
基
礎
に
は
、
人
間
精
神
の
有
限
性
の

見
地
が
あ
る
。
フ
ィ
ヒ
テ
の
い
う
努
力
的
自
我
の
内
に
は
「
障
害
（Anstoß

）」

（SW
 I, 210. GA I/2, 355

）
や
「
不
可
能
（N

ichtkönnen
）」（SW

 I, 289. 
GA I/2, 419

）
と
の
不
断
の
対
立
や
緊
張
関
係
が
あ
り
、
自
我
が
自
ら
の
有

限
性
を
い
か
に
し
て
乗
り
越
え
る
の
か
と
い
う
課
題
が
つ
ね
に
自
由
を
志
向

す
る
実
践
的
自
我
の
根
底
に
据
え
ら
れ
て
い
る
点
に
注
意
を
要
す
る
。

三
　
三
宅
『
把
握
』
に
お
け
る
フ
ィ
ヒ
テ
理
解
の
基
本
的
立
場

　
三
宅
は
『
把
握
』
に
お
い
て
、
自
我
の
有
限
性
を
代
表
す
る
衝
動
は
、「
自

我
に
お
け
る
非
我
的
な
も
の
」
で
あ
り
つ
つ
、
同
時
に
「
自
由
な
る
素
材
」

と
し
て
「
自
己
形
成
の
地
盤
を
な
す
も
の
」
と
す
る
。
フ
ィ
ヒ
テ
は
『
知
識

学
へ
の
第
一
序
論
）
16
（

』
の
「
い
か
な
る
哲
学
を
ひ
と
が
選
ぶ
か
は
、
そ
の
人
が
い
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の
働
き
を
通
し
て
実
現
し
た
も
の
」
で
あ
っ
て
、
こ
の
「
自
我
の
現
実
化
が

現
実
意
識
の
存
在
の
制
約
」
と
な
る
。
こ
の
制
約
を
自
我
の
相
関
し
た
働
き

の
系
列
と
し
て
哲
学
的
に
反
省
し
自
覚
に
齎
す
の
が
「
知
識
学
に
お
け
る

Deduktion

」
で
あ
り
、
こ
の
演
繹
に
お
い
て
「
現
実
意
識
の
先
験
的
な

Genesis

」
を
示
す
こ
と
が
フ
ィ
ヒ
テ
の
目
標
で
あ
る
。
三
宅
は
「
こ
の
構
成

的
演
繹
は
矛
盾
の
総
合
的
統
一
の
過
程
と
し
て
展
開
」
す
る
と
し
、「
か
か
る

過
程
を
全
現
実
の
制
約
た
る
に
足
り
る
だ
け
の
重
要
性
に
お
い
て
展
開
す
る

こ
と
が
知
識
学
の
内
容
」
と
な
る
と
し
て
、
後
に
『
存
在
』
で
開
陳
さ
れ
る

フ
ィ
ヒ
テ
理
解
と
同
様
に
、
こ
の
展
開
の
方
法
こ
そ
が
「
弁
証
法
」
で
あ
る

と
す
る
。
フ
ィ
ヒ
テ
に
あ
っ
て
は
有
限
的
自
我
も
自
我
と
し
て
存
在
す
る
以

上
は
「
自
己
の
う
ち
に
対
立
を
越
え
る
純
粋
な
活
動
と
し
て
の
自
我
の
在
り

方
」
を
保
持
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
こ
の
こ
と
は
「
そ
の
対
立
を
克
服
し
て
自
我

の
同
一
性
を
実
現
す
る
働
き
に
よ
っ
て
」
の
み
可
能
で
あ
る
が
、「
し
か
し
そ

の
働
き
の
結
果
は
対
立
の
廃
棄
で
は
な
く
、
他
の
対
立
の
意
識
の
出
現
と
な

る
」
の
で
あ
り
、
こ
う
し
て
「
自
我
の
生
は
対
立
と
の
た
え
ざ
る
戦
い
」
と

な
る
。
三
宅
は
ハ
イ
ム
ゼ
ー
ト
の
解
釈
）
20
（

を
ふ
ま
え
、
こ
の
知
識
学
の
構
成
的

演
繹
を
「
自
我
の
弁
証
法
的
自
己
限
定
」
と
捉
え
て
、
知
識
学
の
展
開
は「
こ

の
根
本
的
な
総
合
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
契
機
を
分
析
的
に
探
り
出
し
、
そ

れ
を
体
系
的
に
自
我
の
働
き
と
し
て
導
き
出
す
こ
と
に
存
す
る
」
と
み
た
。

（『
把
握
』
十
五
〜
二
一
頁
）。
三
宅
の
洞
察
の
焦
点
は
、
知
識
学
の
演
繹
的
な

展
開
を
分
析
的
に
捉
え
直
す
こ
と
に
あ
り）
21
（

、
こ
の
意
味
で
『
基
礎
』
の
演
繹

は
、「
主
観
客
観
一
な
る
事
行
か
ら
主
観
客
観
対
立
す
る
現
実
の
自
我
に
至

る
行
動
の
一
連
の
系
列
を
示
そ
う
と
す
る）
22
（

」
も
の
で
あ
る
。

な
活
動
性
（reine Agilität

）
を
本
質
と
す
る
」
点
に
懸
か
っ
て
い
る
。
フ
ィ

ヒ
テ
に
よ
る
と
、
哲
学
は
「
自
我
と
自
我
の
働
き
」
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
こ
の
「
自
分
が
自
分
の
働
き
を
知
る
知
り
方
」
と
は
「
知
的
直
観

（intellektuelle Anschauung

）、
即
ち
「
私
が
働
く
こ
と
、
ま
た
い
か
に
働
く

か
に
つ
い
て
の
意
識
」
で
あ
る）
18
（

。
三
宅
は
こ
の
知
的
直
観
を
、「
フ
ィ
ヒ
テ
哲

学
の
根
本
原
理
）
19
（

」
で
あ
る
事
行
と
次
の
よ
う
に
関
係
づ
け
る
。
即
ち
、
注
意

さ
れ
る
べ
き
こ
と
は
自
我
が
根
本
的
に
実
践
的
で
あ
る
以
上
、
知
識
学
で
い

う
事
実
は
「
あ
る
べ
き
（soll
）
事
実
」、
即
ち
「
フ
ィ
ヒ
テ
のIdealism
us

はethisch

なIdealism
us

」
で
あ
る
点
に
あ
る
。
知
識
学
で
い
う
「
知

（W
issen

）」
と
は
「
夢
で
な
い
現
実
の
意
識
」
で
あ
り
、「
経
験
が
知
」
で
あ

っ
て
、
知
識
学
は
「W

issen

のW
issen

又
は
学
」
で
あ
る
。
フ
ィ
ヒ
テ
哲

学
の
目
標
は
こ
の
「
経
験
の
根
拠
」
を
示
す
こ
と
と
な
る
が
、
こ
の
根
拠
は

自
我
の
働
き
に
他
な
ら
ず
、
知
識
学
は
自
我
の
「
相
関
し
た
働
き

（H
andlungen

）
の
体
系
」
と
な
る
。
自
我
の
働
き
と
存
在
に
つ
い
て
い
う
と

「
自
分
が
自
分
を
考
え
る
働
き
そ
の
も
の
が
自
分
」
で
あ
る
の
で
、
こ
の
「
働

く
こ
と
に
お
い
て
自
我
の
存
在
が
あ
り
、
働
き
と
そ
れ
の
所
産
と
が
同
一
」

で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
「
事
行
」
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
「
考
え
る
自
分
と

考
え
ら
れ
る
自
分
」
の
「
同
一
性
を
観
る
」
こ
と
、
即
ち
「
自
己
が
自
己
を

意
識
す
る
意
識
の
仕
方
を
み
る
」
こ
と
が
「
哲
学
の
直
観
、
知
的
直
観
」
で

あ
る
。
三
宅
は
、
こ
の
純
粋
な
事
行
と
し
て
の
自
我
が
「
現
実
意
識
の

Grund

」
で
あ
り
、
こ
の
純
粋
自
我
の
働
き
か
ら
ど
の
よ
う
な
仕
方
で
現
実

的
意
識
が
生
じ
る
か
を
示
す
こ
と
が
知
識
学
の
課
題
で
あ
る
と
い
う
。
三
宅

に
よ
る
と
「
自
我
の
現
実
化
は
、
自
我
が
現
実
的
な
自
我
と
し
て
自
己
を
限

定
す
る
こ
と
」
に
他
な
ら
ず
、「
自
我
の
現
実
性
は
自
我
が
自
ら
働
い
て
、
そ
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れ
た
も
の
が
感
情
で
あ
り
、
こ
の
感
情
が
「
感
覚
」
で
あ
る
。
こ
う
し
て
フ

ィ
ヒ
テ
は
感
覚
を
「
外
か
ら
の
触
発
」
と
す
る
考
え
を
放
擲
し
、「
自
我
の
内

的
制
限
性
に
基
づ
く
」
も
の
と
す
る
の
で
あ
り
、
自
我
の
活
動
は
こ
こ
で
一

つ
の
「
直
観
と
し
て
発
動
」
し
て
「
自
我
の
制
限
」
を
対
象
化
し
、「
直
観

化
さ
れ
た
も
の
」
は
「
自
由
な
行
為
の
目
的
設
定
の
素
材
」
と
な
る
。
こ
こ

に
至
っ
て
三
宅
の
分
析
に
お
い
て
「
重
要
な
思
想
」
と
見
做
さ
れ
る
の
が
、

生
産
的
構
想
力
で
あ
る
。
即
ち
、
直
観
は
単
に
「
与
え
ら
れ
た
対
象
の
意
識
」

に
す
ぎ
な
い
の
で
、「
客
観
的
対
象
を
可
能
に
す
る
も
の
」
が
必
要
で
あ
る
。

そ
れ
は
「
自
我
的
な
も
の
を
外
に
対
象
と
し
て
投
射
す
る
（projizieren

）
作

用
」
と
し
て
の
生
産
的
構
想
力
で
あ
り
、
こ
の
働
き
に
よ
っ
て
、
言
い
か
え

る
と
「
自
我
が
自
ら
外
に
投
出
」
し
た
対
象
を
「
外
に
見
るH

inschauen

の
働
き
」
に
よ
っ
て
直
観
が
可
能
と
な
る
。
三
宅
に
よ
る
と
、「
こ
の
向
こ
う

に
見
る
、Vor-stellen

（
前
に
お
く
）
作
用
」
が
知
識
学
の
根
本
に
あ
り
、「
知

覚
す
る
こ
と
」
と
い
う
の
は
「
そ
れ
自
身
対
象
を
え
が
き
出
す
働
き
」、「
自

我
の
現
実
の
制
限
に
拘
束
さ
れ
た
働
き
」
で
あ
る
。
感
情
と
い
う
の
は
「
主

客
未
分
」
の
状
態
で
あ
る
が
、
生
産
的
構
想
力
の
働
き
に
よ
っ
て
自
我
は
感

情
か
ら
「
客
観
的
な
直
観
に
移
り
行
く
こ
と
」
が
可
能
と
な
り
、
こ
の
働
き

に
よ
っ
て
「
客
観
界
の
成
立
は
自
我
の
作
用
に
帰
せ
ら
れ
る
」
の
で
あ
る
。

三
宅
に
よ
る
と
、「
対
象
が
現
実
に
直
観
さ
れ
る
だ
け
で
は
、
そ
れ
は
自
我
の

自
由
な
目
的
設
定
（Entw

erfen

）
を
媒
介
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
以
上
、

自
我
の
努
力
は
現
実
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
可
能
的
対
象
、
即
ち
「
理
想
」
に

向
か
う
。
こ
う
し
て
「
理
想
の
直
観
に
お
い
て
自
我
は
自
ら
を
自
由
と
感
じ

る
」
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
理
想
も
ま
た
現
実
に
よ
っ
て
「
限
定
せ
ら
れ
た

直
観
」
と
し
て
与
え
ら
れ
る
以
上
、
こ
こ
に
お
い
て
「
制
限
と
自
由
」
と
は

四
　
三
宅
に
よ
る
フ
ィ
ヒ
テ
『
基
礎
』
の
分
析

　
さ
て
以
上
か
ら
、
つ
づ
い
て
三
宅
の
分
析
を
検
証
し
て
い
く
。
三
宅
は
フ

ィ
ヒ
テ
の
『
基
礎
』
の
内
容
を
「
フ
ィ
ヒ
テ
の
真
意
」
を
理
解
す
る
た
め
再

構
成
し
、
フ
ィ
ヒ
テ
の
よ
う
に
『
基
礎
』
の
理
論
的
部
門
と
実
践
的
部
門
を

分
け
て
論
じ
る
の
で
は
な
く
、「
実
践
的
自
我
を
基
礎
と
し
て
」
両
部
門
を

共
に
考
察
す
る
。
即
ち
「
純
粋
な
自
我
」
は
、「
対
立
な
き
自
己
同
一
」
で
あ

り
「
無
限
」
で
あ
る
が
、「
現
実
の
自
我
」
は
「
対
立
す
る
も
の
」
を
意
識
し
、

そ
れ
に
よ
っ
て
拘
束
さ
れ
る
。
こ
の
「
対
立
す
る
も
の
」
を
自
我
が
「
自
己

を
拘
束
す
る
も
の
」
と
し
て
意
識
す
る
の
は
、「
自
我
が
本
来
の
無
限
性
に

従
っ
て
現
実
の
有
限
性
を
こ
え
て
、
そ
の
先
に
ま
で
進
も
う
と
す
る
傾
向
を

も
つ
か
ら
」
で
あ
り
、
三
宅
は
こ
こ
に
「
自
我
の
実
践
性
」
を
認
め
る
。

　
三
宅
は
、
こ
の
実
践
的
自
我
を
努
力
、
衝
動
、「
感
情
（Gefühl

）」、「
生

産
的
構
想
力
（productive Einbildungskraft

）」
の
四
概
念
を
中
心
に
、
分

析
す
る
。
即
ち
、
現
実
に
は
自
我
が
対
立
す
る
も
の
を
自
ら
と
一
致
す
る
よ

う
に
規
定
す
る
こ
と
は
、
有
限
的
自
我
に
と
っ
て
単
な
る
傾
向
に
す
ぎ
ず
、

こ
の
傾
向
は
単
な
る
努
力
で
あ
る
。
こ
の
努
力
は
対
立
す
る
も
の
を
規
定
し

よ
う
と
し
て
抵
抗
さ
れ
る
が
、
三
宅
の
分
析
に
よ
る
と
「
こ
の
自
己
に
か
え

っ
て
来
る
」
努
力
が
衝
動
と
規
定
づ
け
ら
れ
る
。
自
我
の
実
践
的
活
動
が
制

限
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
努
力
も
衝
動
も
成
立
す
る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
衝
動

は
「
自
我
の
う
ち
に
あ
る
非
我
的
な
も
の
」
で
、
感
性
的
衝
動
と
し
て
は
「
自

我
の
行
動
を
現
実
化
す
る
」
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
衝
動
に
よ
っ
て

「
自
我
の
選
び
得
る
行
動
の
範
囲
が
示
さ
れ
」
る
の
で
、
衝
動
が
「
は
じ
め
て

意
識
を
可
能
に
す
る
」
と
い
え
る
。
三
宅
に
よ
る
と
、
こ
の
衝
動
の
意
識
さ
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て
の
み
意
識
」
さ
れ
て
お
り
、「
意
志
そ
の
も
の
と
し
て
の
自
我
は
対
象
化
さ

れ
」
な
い
。
こ
の
自
我
の
「
直
観
さ
れ
る
直
観
」
は
「
感
性
的
な
直
観
」
と

は
い
え
ず
「
知
的
直
観
」
な
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
「
純
精
神
的
な
意
志
と
し

て
の
自
我
」
が
立
ち
現
れ
る
に
至
る
。
こ
の
「
自
我
の
根
源
的
な
実
体
と
し

て
の
意
志
は
そ
の
ま
ま
で
は
意
識
さ
れ
な
い
」
が
、
こ
の
意
志
を
「
反
省
の

働
き
」
に
よ
っ
て
意
識
す
る
場
合
に
お
い
て
も
「
こ
の
反
省
は
全
自
我
を
そ

の
ま
ま
捉
え
得
な
い
で
部
分
的
に
次
々
に
把
捉
す
る
」
に
す
ぎ
ず
、「
こ
の
把

捉
の
仕
方
に
よ
っ
て
本
来
超
時
間
的
な
意
志
が
時
間
化
さ
れ
る
」。
こ
の
よ
う

に
「
状
態
の
継
起
」
と
し
て
時
間
化
さ
れ
て
「
意
志
が
経
験
的
な
意
志
と
し

て
」
現
わ
れ
る
と
、
そ
こ
に
は
「
意
識
」
や
「
感
性
的
な
も
の
」
が
成
立
す

る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
て
三
宅
の
分
析
が
問
題
と
す
る
の
は
、「
こ
の
超
感

性
的
な
意
志
に
個
人
性
が
あ
る
か
ど
う
か
。
個
人
と
し
て
自
我
は
叡
智
的
な

意
志
の
世
界
に
す
で
に
姿
を
現
わ
し
て
い
る
か
ど
う
か
」
で
あ
る
。
三
宅
に

よ
る
と
、「
自
己
の
叡
智
的
な
自
我
」
は
「
一
つ
の
定
言
的
要
求
」
と
し
て
知

的
に
直
観
さ
れ
る
が
、
現
実
の
自
我
の
限
定
に
は
感
情
が
伴
う
の
で
、
こ
こ

で
当
為
は
限
定
さ
れ
た
当
為
と
し
て
感
情
と
い
う
制
限
の
意
識
に
結
び
つ

く
。
当
為
は
限
定
さ
れ
た
純
粋
意
志
で
あ
り
、
限
定
さ
れ
た
当
為
に
対
し
て

限
定
可
能
な
も
の
が
思
惟
さ
れ
る
こ
と
で
、
こ
の
限
定
さ
れ
た
当
為
は
「
使

命
（Bestim

m
ung

）」
と
し
て
成
立
す
る
。
こ
の
限
定
可
能
な
も
の
と
は
「
精

神
の
王
国
」、
即
ち
「
個
人
と
し
て
の
多
数
の
理
性
的
存
在
者
の
集
団
」
で

あ
り
、
こ
の
「
可
能
な
理
性
的
意
志
の
範
囲
か
ら
一
つ
の
特
定
の
意
志
を
自

由
に
つ
か
み
と
る
」
こ
と
で
、「
自
我
の
自
己
制
限
に
お
い
て
個
と
し
て
の
自

我
」
が
成
立
す
る
。
三
宅
に
よ
る
と
、
一
方
で
「
個
人
と
し
て
の
自
我
の
根

源
は
限
定
せ
る
意
志
で
あ
る
」
が
、
他
方
で
「
そ
れ
は
現
実
の
自
我
に
と
っ

「
双
関
的
」
な
の
で
あ
っ
て
、
感
情
は
「
実
践
的
自
我
の
制
限
さ
れ
た
状
態
の

意
識
」
と
し
て
「
制
限
性
の
感
覚
」
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
こ
に
は
「
自
由

の
感
じ
」
も
結
び
つ
く
。「
理
想
の
設
定
」
は
「
現
実
の
定
立
」
に
随
伴
す
る

「
同
様
に
根
本
的
の
も
の
」
な
の
で
あ
る
（『
把
握
』
二
二
〜
五
頁
）。

五
　
三
宅
に
よ
る
フ
ィ
ヒ
テ
『
新
方
法
』
の
分
析

　
以
上
の
三
宅
に
よ
る
フ
ィ
ヒ
テ
の
『
基
礎
』
の
分
析
は
、
フ
ィ
ヒ
テ
の
い

う
感
覚
の
内
容
面
の
考
察
で
あ
り
、
さ
ら
に
感
覚
の
形
式
面
が
考
察
さ
れ
ね

ば
な
ら
な
い
。
そ
の
際
に
分
析
の
対
象
と
な
る
の
は
「
感
性
の
体
系
」、「
感

覚
す
る
と
こ
ろ
の
自
我
」で
あ
り
、三
宅
は
『
新
方
法
』の
内
容
か
ら「
空
間
」

と
「
時
間
」
の
形
式
に
そ
の
照
準
を
当
て
る
。
三
宅
に
よ
る
と
、「
私
と
い
う

特
定
の
感
性
の
体
系
」
が
「
直
観
的
対
象
と
し
て
外
に
投
射
さ
れ
る
」
仕
方

で
「
私
の
身
体
」
と
し
て
空
間
中
に
現
わ
れ
る
。
空
間
と
は
「
自
我
の
活
動

性
の
純
粋
な
可
能
性
の
面
の
外
的
投
射
」
で
あ
り
、「
現
実
の
個
人
的
自
我

と
し
て
の
行
動
の
制
限
性
」
が
身
体
と
し
て
直
観
さ
れ
る
。
身
体
と
は
「
自

我
の
現
実
的
な
制
限
性
の
表
現
」
で
あ
り
、
意
志
作
用
と
し
て
の
「
自
我
の

内
的
な
行
動
性
は
身
体
を
通
し
て
感
性
的
な
力
と
し
て
働
く
」
の
で
あ
る
。

こ
の
意
志
作
用
に
は
「
目
的
の
表
象
」
が
必
要
で
あ
る
が
、「
目
的
の
実
現
に

は
手
段
の
実
現
が
先
行
」
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
現
実
化
す
る
意
志
活
動
は

「
目
的
に
対
す
る
手
段
の
系
列
に
の
び
拡
っ
て
」
い
き
、「
意
志
活
動
は
時
間

的
に
拡
げ
ら
れ
た
仕
方
で
直
観
せ
ら
れ
る
」（GA IV/2, 120

）
こ
と
と
な
る
。

　
と
こ
ろ
が
三
宅
の
分
析
は
、
こ
の
よ
う
な
時
間
と
空
間
の
両
観
点
を
超
出

す
る
仕
方
で
『
新
方
法
』
の
根
本
問
題
に
踏
み
込
む
も
の
と
な
っ
て
い
く
。

三
宅
に
よ
る
と
、
こ
こ
ま
で
我
々
の
意
志
は
「
感
性
的
な
対
象
と
結
び
つ
い
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74

こ
の
『
ち
ぎ
り
取
る
こ
と
』（H

erausgreifen

）
に
お
い
て
は
じ
ま
り
、（
中
略
）

個
性
的
限
定
は
も
は
や
単
に
経
験
的
偶
然
的
な
も
の
で
は
な
い
」
の
で
あ
る
。

三
宅
は
フ
ィ
ヒ
テ
の
『
人
間
の
使
命
』
に
お
い
て
更
に
「
精
神
の
世
界
と
個

人
と
の
関
係
」
が
明
確
に
な
る
と
し
て
、「
精
神
的
世
界
を
支
配
す
る
も
の

は
無
限
な
る
意
志
で
あ
る
。（
中
略
）
し
か
し
か
の
意
志
の
我
々
へ
の
関
係
は

当
為
の
意
識
を
通
し
て
明
ら
か
に
示
さ
れ
る
。
私
は
私
の
為
す
べ
き
こ
と
、

多
数
の
理
性
的
存
在
者
の
系
列
の
中
で
の
私
の
使
命
を
知
る
」
と
い
う
。

「
良
心
は
単
に
我
々
が
人
間
と
し
て
何
を
為
す
べ
き
か
を
告
げ
る
の
で

な
く
、
私
の
特
殊
な
位
置
に
お
い
て
何
を
為
す
べ
き
か
を
告
げ
る
。
私

は
私
の
生
の
特
殊
性
の
下
に
お
い
て
自
分
の
果
た
す
べ
き
使
命
を
通
じ

て
、
超
感
性
的
世
界
に
つ
な
が
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
世
界
そ
の
も
の

が
多
数
の
個
性
的
な
る
意
志
の
体
系
な
の
で
あ
る
」（『
歴
史
』
九
五
頁
）

　
本
稿
の
は
じ
め
に
取
り
上
げ
た
一
節
は
、フ
ィ
ヒ
テ
が
精
神
的
世
界
と
「
有

限
な
個
我
と
の
形
而
上
学
的
関
係
を
示
す
」
た
め
に
述
べ
た
も
の
で
あ
る
が
、

三
宅
は
、『
人
間
の
使
命
』
の
中
で
は
こ
の
課
題
が
未
解
決
で
あ
る
と
シ
ェ
リ

ン
グ
宛
の
二
つ
の
書
簡
で
フ
ィ
ヒ
テ
が
自
認
す
る
点）
23
（

、
並
び
に
そ
の
要
因
が

無
神
論
論
争
に
あ
っ
た
と
す
る
点
に
着
目
し
、
こ
れ
が
後
の
「
ベ
ル
リ
ン
時

代
」
に
お
い
て
「
絶
対
と
個
人
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
彼
の
形
而
上
学
に
か

か
わ
る
」
問
題
に
発
展
し
た
と
い
う
（『
歴
史
』
九
二
〜
六
頁
）。
こ
の
三
宅

に
よ
る
「
ベ
ル
リ
ン
時
代
」
の
フ
ィ
ヒ
テ
哲
学
の
分
析
内
容
に
つ
い
て
は
、

別
稿
に
お
い
て
検
証
し
た
い
。

　（
1
）
湯
浅
正
彦
書
評
「
三
宅
剛
一
著
（
酒
井
潔
・
中
川
明
博
編
）『
ド
イ
ツ
観
念
論
に

於
け
る
人
間
存
在
の
把
握
』」『
フ
ィ
ヒ
テ
研
究
』
第
十
五
号
、
晃
洋
書
房
、
二
〇
〇

七
年
、
一
二
一
頁
。

て
はSollen

と
し
て
意
識
せ
ら
れ
る
」
の
で
あ
り
、
こ
れ
が
「
自
己
の
使
命
」

な
の
で
あ
る
。
フ
ィ
ヒ
テ
に
と
っ
て
「
自
己
の
限
定
性
は
実
践
的
な

Aufgabe
﹇
課
題
﹈」で
あ
っ
た
が
、
自
我
の
個
性
は「
自
我
のintelligibel﹇
超

感
性
的
﹈
な
個
性
」
で
あ
り
つ
つ
、「
経
験
的
自
我
に
と
っ
て
は
時
間
的
意
識

を
通
し
て
現
象
化
さ
れ
る
」
も
の
な
の
で
あ
る
（『
把
握
』
二
六
〜
八
頁
）。

お
わ
り
に

　
三
宅
は
フ
ィ
ヒ
テ
哲
学
に
お
け
る
人
間
精
神
の
有
限
性
の
見
地
を
、
彼
の

『
道
徳
論
』
よ
り
も
む
し
ろ
『
新
方
法
』
の
内
で
解
明
し
よ
う
と
し
た
。
三

宅
の
分
析
は
、
そ
の
分
析
対
象
を
衝
動
の
概
念
か
ら
開
始
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
努
力
的
自
我
が
障
害
と
の
不
断
の
対
立
の
中
に
あ
り
な
が
ら
も
、
却
っ

て
障
害
を
一
つ
の
道
徳
的
契
機
と
し
つ
つ
、
自
我
が
そ
れ
で
も
な
お
自
由
へ

と
向
か
う
局
面
と
し
て
、
即
ち
「
絶
対
的
な
自
己
活
動
性
へ
の
純
粋
衝
動

（Reiner Trieb zur absoluten Selbsttätigkeit

）」
を
目
指
す
局
面
と
し
て
明

確
に
す
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
（『
把
握
』
五
七
頁
）。

　
三
宅
は
『
歴
史
』
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
フ
ィ
ヒ
テ
の
「
人
間
の
う
ち

に
無
限
へ
の
衝
動
を
認
め
た
」
思
想
は
、「
人
間
特
有
の
創
造
的
生
が
歴
史

を
動
か
す
力
と
な
っ
て
い
る
」
こ
と
を
認
め
る
立
場
か
ら
看
過
で
き
な
い
と

い
う
。
三
宅
に
よ
る
と
「
現
実
の
自
我
が
個
人
的
な
自
我
で
あ
る
」
こ
と
は

『
基
礎
』
以
来
不
変
で
あ
り
、『
新
方
法
』
に
お
い
て
も
「
人
間
の
本
質
を
な

す
叡
知
的
意
志
そ
の
も
の
に
個
別
性
が
属
す
る
こ
と
」
が
明
確
で
あ
る
。
経

験
的
な
自
我
に
と
っ
て
「
当
為
と
し
て
意
識
さ
れ
る
純
粋
な
る
意
志
そ
の
も

の
は
限
定
さ
れ
た
も
の
」
で
あ
り
、「
私
は
理
性
王
国
か
ら
自
分
で
ち
ぎ
り
取

っ
た
一
部
分
」
で
あ
っ
て
、
自
己
の
使
命
の
自
覚
と
し
て
の
「
自
己
意
識
は
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75 │ 三宅剛一の人間存在論とフィヒテの道徳衝動論
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